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はじめに デジタルエンゲージメントは、ユーザーとコンシューマーのサービスとの関わ
り方を形作るものであり、その起点となるのがカスタマーアイデンティティです。
このエクスペリエンスは、単にサービスにログインしてアクセスするための手
段にとどまるものではありません。2020 年の最初の数か月間で、数えきれな
いほど多くのビジネスにとって、デジタルチャネルは「あればよい」から「なく
てはならない」ものになりました。多くの企業で、突然としてデジタルチャネ
ルが顧客エンゲージメントの唯一の手段となったのです。 

デジタルトランスフォーメーション戦略を実行し、デジタルファーストビジネス
のスピードでイノベーションを推し進め、変化するコンシューマーの要求に応
えようと躍起になる中で、新たな課題と結果が浮かび上がってきました。 

	
	
今日の企業は、顧客がいつでも、どのデバイスからでも、安全にアプリやサー
ビスを利用できるようにしなければなりません。同時に、デジタルチャネル全
体で利便性と一貫性の高いエンゲージメントを実現する必要もあります。 

61%

88%

データ侵害の61%は資格情報に関連しており、機密
データを保護する必要性と、攻撃者が侵害された資格
情報を使用していることを検知する必要性の両方が叫
ばれています。

顧客の 88%は、企業が提供するエクスペリエンスは
製品自体と同じくらい重要であると回答しており、利便
性、セキュリティ、プライバシーを提供できないプロバ
イダーは競合他社に顧客を奪われています。

40% プライバシー侵害に対して規制当局が科す制裁金は、
2020 年から2021 年にかけて40%増加し、今後も増
加すると予測されています。このため、企業はプライ
バシー保護の必要性に向き合わざるを得なくなってい
ます。

https://www.verizon.com/about/news/verizon-2021-data-breach-investigations-report
https://www.salesforce.com/content/dam/web/en_us/www/documents/research/salesforce-state-of-the-connected-customer-fifth-ed.pdf
https://www.salesforce.com/content/dam/web/en_us/www/documents/research/salesforce-state-of-the-connected-customer-fifth-ed.pdf
https://www.zdnet.com/article/gdpr-fines-increased-by-40-last-year-and-theyre-about-to-get-a-lot-bigger/
https://www.zdnet.com/article/gdpr-fines-increased-by-40-last-year-and-theyre-about-to-get-a-lot-bigger/
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その結果として、ユーザーが他の場所で遭遇する最高のエクスペリエンスに後
れをとることのないよう、自社が提供するユーザーエクスペリエンス（UX）を
継続的に進化させる必要に迫られています。しかも、コアコンピテンシーの拡
張に必要となる開発者リソースに過度の負荷をかけることは許されません。さ
らに、規制要件を見落としたり、セキュリティで妥協したりすることなく、これ
ら2つの目標を達成する必要があります。 

最新のカスタマーアイデンティティ/アクセス管理（CIAM）ソリューションは、
こうした課題をはじめとするプレッシャーに効率的かつ効果的に対処できるよ
う組織を支援します。セキュリティ、カスタマーエクスペリエンス、アナリティ
クスを融合するCIAM は、自社アプリケーション/サービスへのアクセスを必
要とするあらゆるタイプのユーザーに対して、利便性、プライバシー、セキュ
リティをバランスよく提供するために構築されたソリューションセットです。 

CIAM は、文字どおりの定義では一貫しており、変化していません。しかし、
デジタルトランスフォーメーションによって顧客とビジネスの関係構築やインタ
ラクションが変化するのに伴って、真の意味、つまり、どのようなユースケー
スで、どのような機能コンポーネントを使用し、どのようなタイプの組織に対
応するのかという点において進化しています。結果として、CIAMの実践は固
定化されたものではなくなっています。

「なぜカスタマーアイデンティティが重要なのか」を考えるとき、アイデンティティ
はコンシューマーエクスペリエンス全体において、より強力な側面 — そして不
可欠な構成要素 — となり、成長と効率に貢献するものとなっている点に注目
すべきでしょう。
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売上か利益かを問わず、CIAMは ビジネスにさまざまなメリットをもたらします。

カスタマーアイデンティティに不可欠な基本要素

効果的なCIAMソリューションは、認証、認可、アイデンティティ管理と
いう3つの重要な機能を基盤とします。 

	• 適切な認証によって、アカウントにログインしている人が本人である
ことを確認し、犯罪者がユーザーの機密データ（支払い情報、住所、
社会保障番号、人口統計情報など）にアクセスすることを防ぎます。

	• �効果的な認可は、ユーザーがアプリケーションやリソースに対して適
切なレベルのアクセス権限を持っていることを確認し、各ユーザーが
必要なときに必要なものにアクセスできることを保証する上で役立ち
ます。

	• 包括的なアイデンティ管理により、管理者はユーザーのアクセス許可
を更新し、セキュリティポリシーを実装し、シームレスで安全なエク
スペリエンスを実現できます。この機能により、顧客は（ユースケー
スで認められ、規制で求められる範囲で）自分のアイデンティティ、
データ、好みを管理できます。

しかし、アイデンティティを構成する上記の要素は、それらを使ってでき
ることの全容を把握するには不十分です。

https://auth0.com/blog/why-do-you-need-ciam/
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ビジネスの	
メリット

カスタマーエクスペリエンスの最適化で成長を促進

顧客がブランドを評価する方法として、デジタルエクスペリエンスの重要性が
高まっています。2020 年以前にはこれが必ずしも当てはまらなかったビジネ
スでも、現在は状況が変化したのではないでしょうか。実際に、Gartner® は、
「2024 年までに、B2C 組織の 90%以上が顧客のユーザーエクスペリエンス
で競うようになり、デジタルエクスペリエンスは近い将来に重要な差別化要因
となる1」と予想しています。

各アプリケーションやデジタルチャネルが独自のアイデンティティサイロとして
機能すると、顧客データが断片化され信頼できないものになります。そのため
に、望ましいユーザーエクスペリエンスを得にくく、実装コストがかかるように
なります。

しかし、顧客データ、好み、行動を理解することで結果が大きく変わります。
CIAMには、そのようなインパクトを与える力があります。

	• 顧客データを「信頼できる唯一の情報源」に一元化することで、より優れ
たマクロレベルの戦略的意思決定を可能にします。

	• CRMやアナリティクスツールとの統合によって、顧客の理解を深める支援
を提供します。

	• オムニチャネルのアイデンティティフローを管理することで、すべてのデジタ
ルチャネルで一貫性のあるパーソナライズされたカスタマーエクスペリエン
スを提供し、マイクロレベルでの実行を最適化します。

その結果、顧客獲得率、コンバージョン率、顧客維持率を向上させる効率的
な顧客ライフサイクル管理が実現し、利便性の高いエクスペリエンスで売上増
加を促進します。

[1] 「Innovation Insight for Customer Identity and Access Management」（Teixeira, 
Henrique; Kelley, Michael; Khan, Akif; Phillips, Tricia、2021 年 12 月 9 日 ）Gartner は、
Gartner, Inc. またはその関連会社の米国およびその他の国における登録商標であり、許可を得
て使用しています。無断転載を禁じます。
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開発の効率化による市場投入の加速

アイデンティティは困難な課題です。経験豊富なプロフェッショナルにとっても、
アイデンティティソリューションの構築は複雑で時間のかかる作業となります。
そのため、アイデンティティ機能の拡張や市場投入を競争力のあるスピードで
実行することに、多くの組織が苦労しています。 

構築されたアイデンティティ能力は保守と拡張を必要とし、開発者の負担を増
やします。このため、開発者の作業を必要とする他の業務に影響が及ぶ可能
性があります。 

CIAMを導入することで、ビジネスはアイデンティティソリューションの構築や
維持を社内でまかなうのではなく、収益を生み出すアプリケーションやサービ
スの革新と進歩に集中できます。 

カスタマーアイデンティティで複数のビジネスニーズに対応 

顧客対応システムの中心に位置するCIAM は、市場分析へのインプット
を提供し、顧客獲得、コンバージョン、顧客維持の取り組みに影響を与
えます。このため、マーケティングやカスタマーエクスペリエンスを担当
する部署の活動に連携します。 

同時に、CIAMはセキュリティとプライバシーにも直接影響を与えるため、
CISO、CIO、コンプライアンス責任者の関心事でもあります。

また、CIAMは基本的に、テクノロジーソリューションのセットとなります。
したがって、デジタルトランスフォーメーションの実現要素として認識され
る場合には、IT 組織やCTOの管理対象になります。

望ましいユースケース、顧客タイプ、データタイプ、業界特有のリスクな
どの状況に応じて、カスタマーエクスペリエンスの質とシステムセキュリ
ティの適切なバランスを見つけるには、これらの機能のリーダーが協力し
てCIAMを実装する必要があります。

https://auth0.com/blog/ciam-balancing-security-with-customer-experience/
https://auth0.com/blog/ciam-balancing-security-with-customer-experience/
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CIAMソリューションは、アイデンティティを「解決」することによって、開発者
やエンジニアを解放し、ビジネスを推進するための高価値のタスクに集中させ
ることを可能にします。350を超えるアプリケーション開発チームを対象にした
Okta の調査によると、サードパーティ製コンポーネントの使用と、より短いリ
リースサイクルとの間に相関関係が見られます。リリースサイクルが毎月また
はそれよりも短いチームの半数以上が、サードパーティ製コンポーネントをア
プリケーションの50%以上に組み込んでいます。一方、リリースサイクルが長
いチームでは、このような既製コンポーネントを活用する割合が非常に低くなっ
ています。

「この一年で、市場投入までの時間は短縮しましたか？」（2020 年の回答）

出典： How Development Teams Purchase SaaS, 2020

いいえはい

60%

40%

100%

80%

20%

認証に SaaS プラットフォームを
使用している企業

83%

17%

認証を自社構築している企業

69%

31%

https://auth0.com/resources/whitepapers/how-development-teams-purchase-saas
https://auth0.com/resources/whitepapers/how-development-teams-purchase-saas
https://auth0.com/resources/whitepapers/how-development-teams-purchase-saas
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顧客データ管理の効率化によりコンプライアンスのコストを削減

領域としてのアイデンティティには、データ規制（医療の 21 世紀の治療に関
する法律、金融のオープンバンキング、EUのGDPR、ブラジルのLGPD、カリフォ
ルニア州のCCPA/CRPA など）の複雑化が大きく作用しています。これらの規
制によって、以下のコンプライアンスが必要となります。

	• 資格情報、IPアドレス、個人識別情報（PII）、保護対象保健情報（PHI）
など、サイバー犯罪者にとって価値の高い機密データを保護するためのセー
フガードを導入する

	• デジタルのタッチポイントにおける同意の提供と取り消し、およびサービス
プロバイダーとの関係終了を選択した場合のデータの持ち出しを可能にす
るメカニズムを通じて、ユーザーが自身のデータを制御（誰が、何のため
に、どのように使用するかを決定）できるようにする

	• 業界（医療、金融など）やアイデンティティエコシステムで参加者が互い
にやりとりできるようにすることで、プライバシーとセキュリティを強化しな
がら、広大かつ複雑な取引と協力関係を実現する

開発人材を開放

McKinsey は、Developer Velocity: How software excellence fuels 
business performance（開発者のベロシティ：ソフトウェアの卓越が業
績を伸ばす）と題する記事で、「開発者に力を与え、革新に適した環境
を作り、摩擦ポイントを廃除する」ことが、収益の増加、顧客満足、ブ
ランド認知、人材管理に直接関連すると論じています。 

中核のビジネスから開発者を引き離すのではなく、適切なCIAMソリュー
ションを見つけ、その選定プロセスに開発者を参加させることは、イノベー
ションを推進し、デジタルビジネスとして成功するために必要な優秀な人
材を採用し、維持し、最大限に活用するために大きな役割を果たします。

https://www.mckinsey.com/industries/technology-media-and-telecommunications/our-insights/developer-velocity-how-software-excellence-fuels-business-performance
https://www.mckinsey.com/industries/technology-media-and-telecommunications/our-insights/developer-velocity-how-software-excellence-fuels-business-performance
https://auth0.com/resources/whitepapers/how-development-teams-purchase-saas
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顧客データが、顧客対応チャネル（Eコマース、顧客サポート、Webアプリ、
モバイルアプリなど）や内部システム /データベースで、サイロ化した状態で
収集・保管されている場合、コンプライアンスの達成と維持は困難な課題とな
ります。そのためには、法律の詳細を包括的に理解するスキルと、コンプライ
アンスに沿ったデータ管理プロセスを導入するスキルの両方が必要となるため
です。 

一元管理、相互運用性、ユーザーフレンドリーなアイデンティティ管理機能、
最先端のセキュリティ対策など、さまざまな属性や機能を備えたCIAMソリュー
ションは、こうした課題に対応し、規制コンプライアンスに関連するコスト（お
よびコンプライアンス違反による影響）を劇的に軽減できます。

狙われるアイデンティティ 

近年、アイデンティの保護の重要性が高まっています。セキュリティの境
界が消滅する中、アカウント（およびその権利、特権、情報）へのアク
セスを獲得し、直接使用 / 転売することに攻撃者が注力するようになっ
たためです。 

アイデンティティが狙われることで、標的となる企業に大きな影響が及ん
でいます。不正利用の調査や修復にコストをかけなければならず、デー
タ侵害が発生した場合には規制上の厳しい罰則や評判に傷がつくリスク
に直面します。 

CIAMソリューションは、「セキュアバイデザイン」に基づく多層防御のア
ジャイルなアプローチを採用し、脅威のビジネスモデルを崩壊させるこ
とで、攻撃を完全に阻止し、攻撃者を思いとどまらせることが可能です。
これらのベストオブブリードのソリューションは、開発を支える領域の専
門知識に支えられており、非専門家により社内構築されたアイデンティ
ティスタックよりもはるかに優れた機能を提供します。 

アイデンティティの脅威についての詳細は、2022 年版アイデンティティ保
護の現状レポートをご覧ください。

https://auth0.com/resources/whitepapers/2022-state-of-secure-identity-report
https://auth0.com/resources/whitepapers/2022-state-of-secure-identity-report
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カスタマー	
アイデンティティの
実践

従来のCIAMは、主にB2C（コンシューマーとの取引）の関係を管理するた
めのツールでした。しかし、企業のデジタルトランスフォーメーションが進み、
ユーザー間の境界が曖昧になるにつれ、他のタイプの顧客に対してもCIAM
の有用性と価値が明らかになりました。

コンシューマーへのサービス 

コンシューマーとの取引において、「摩擦」は人とサービスのインタラクション
を遅らせる、あらゆる手間やストレスを指します。これらのインタラクションには、
以下をはじめとするユーザーのアクションが含まれます。

	• 自社のサービスに登録する

	• ユーザー自身の既存アカウントにログインする

	• ユーザー自身の情報や好みを更新する

	• アカウントデータを失った場合に復元する

	• チェックアウト（購入手続きを完了）する 

コンシューマーを相手とするビジネスにとって、摩擦はコンバージョン、ひいて
は収益の障害となります。摩擦が大きければ大きいほど、コンバージョン率は
低下し、短期的にも長期的にも収益が減少します。たとえば、米国ではオン
ラインで買い物をする顧客の17%が、「チェックアウトのプロセスが長すぎる/
複雑すぎる」というだけの理由で注文を放棄しています。 

CIAMの効果的な導入によって、高度にパーソナライズされたプロモーションや
レコメンデーションを提供できるようになります。これが、さらなる収益の向上
と顧客への価値創出を実現すると同時に、デジタルチャネルでの顧客エンゲー
ジメントで摩擦を最小限に抑える作用も生みます。

https://baymard.com/lists/cart-abandonment-rate
https://www.okta.com/resources/build-trust-the-loginless-future/thankyou/
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企業顧客の支援 

数え切れないほどの組織にとって、B2B（企業間取引）のSaaSアプリケーショ
ンはビジネスに不可欠なものとなっています。しかし、組織内のさまざまなユー
ザーは、さまざまなリソースに異なるレベルでアクセスする必要があります。
アイデンティティとアクセス権限を厳格に管理しなければ、利便性と安全性の
高いエクスペリエンスを実現できません。 

各顧客、そして顧客ベース全体が利用する多くのアイデンティティを管理する
ことは、B2Bの SaaSプロバイダーにとっては複雑なタスクです。CIAM は、
B2BでSaaSの顧客が自らアイデンティティを管理できるように支援することで、
双方に解決策とメリットを提供します。たとえば、各顧客の管理者は、以下の
ようなCIAMの機能を利用できます。 

	• シンプルなログインエクスペリエンスをユーザーベースに提供する

	• MFA（多要素認証）、SAML（Security Assertion Markup Language）
のサポート、OAuth などの主要なアイデンティティ機能を構築する

	• サードパーティのエコシステムを進化させ、顧客ベースのセキュリティとプ
ライバシーのニーズに対応する

	• 既存のアイデンティティサービス（Azure Active Directory など）とのシー
ムレスな統合により、アクセス権限を管理する

Lush — カスタマーアイデンティティを活用し、シームレスなカ
スタマーエクスペリエンスを提供

Lush は化粧品業界の巨大企業です。これは、ビジネスのあらゆる領域
において「利益より倫理を優先」するアプローチが、デジタルコンシュー
マー世代の共感を生んだ結果です。 

カスタマーアイデンティティは、同社のコンシューマー中心の取り組みを
実現する中核的な役割を担い、シングルサインオン（SSO）、ゲストのチェッ
クアウト、ビジネス全体でのPOSシステムの一元化を含むさまざまな機
能を、限られた開発チームで実現できるよう支援しています。しかも、顧
客のプライバシーやシステムの安全性を損なうことなく、変革のスピード
を維持しています。 

CIAMを活用して成長を促進しているLush の事例は、こちらをご覧くだ
さい。

https://auth0.com/case-studies/lush-cs
https://auth0.com/case-studies/lush-cs
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これにより、B2Bの SaaSプロバイダーは、顧客それぞれのニーズに沿った、
高度にカスタマイズされたエクスペリエンスを実現でき、その作成 / 維持 / 拡
張に過剰なリソースを割く必要もありません。

構成員、パートナー、その他既知のサードパーティを支援 

コンシューマー向けアプリケーションやSaaSアプリケーションでは、顧客自身
がアイデンティティを管理しますが、サービスを提供する組織がアイデンティティ
を管理しなければならないシナリオも多く存在します。以下に例を示します。

• �医療機関が患者のアカウントを作成する。その後に、患者が予約を取ったり、
自分の医療データにアクセスしたりできるようになる

• �教育機関がアイデンティティシステム内で新しい学生を定義する。その後に、
学生がコース登録ポータルを使用できるようになる

• �企業がベンダー /サプライヤー /パートナーのプロビジョニングを行う。その
後に、これらのサードパーティが保護されたリソースにアクセスできるように
なる 

CIAM は、顧客のアイデンティティをサービスプロバイダーが把握 /プロビジョ
ニングする状況でのユースケースに対応するために、顧客アカウントの作成、
保守、登録解除を管理するために必要なすべてのツールを提供します。同時に、
CIAMはこれらの顧客にシームレスで便利なエクスペリエンスを約束します。

Atlassian — 企業によるアイデンティティの自己管理を支援 

Atlassian は、共有作業の整理 / 検討 / 完了に役立つコラボレーション
/生産性向上ソフトウェアの先進的プロバイダーであり、Walmart Labs、
Merrill Lynch、Bank of America、Verizonなどの企業を支援しています。 

同社は CIAM を利用して、幅広い製品（Jira、Confluence、Trello、
Opsgenie など）で、顧客が簡単かつ安全にアイデンティティを自己管理
できるようにしています。 

製品イノベーションに注力するためにCIAMソリューションを活用してい
るAtlassian の事例は、こちらをご覧ください。

https://auth0.com/blog/atlassian-authenticates-millions-of-users-with-auth0/
https://auth0.com/blog/atlassian-authenticates-millions-of-users-with-auth0/
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TCSG — 学生のエクスペリエンスを簡素化し、プライバシーを
保護

ジョージア州テクニカルカレッジシステム（Technical College System 
of Georgia、TCSG）は、州内のテクニカルカレッジ、成人識字プログラム、
多数の経済 /労働力開発プログラムを管轄し、22のカレッジ、88のキャ
ンパス、年間約 15 万人の学生にサービスを提供しています。 

TCSG は、CIAMを利用してユニバーサルアイデンティティを実装しました。
これは、共有可能で指紋のように個人に紐づけられ、教育や専門職のキャ
リアを通じて継続的に使用できるものです。学生エクスペリエンスの向上
に加え、アイデンティティ管理の一元化によって、回避策が不要になり、
学生の個人情報の保護が強化されました。

CIAM を使用して、学生向けソリューションを継続的に拡張している
TCSGの事例は、こちらをご覧ください。

https://www.okta.com/customers/technical-college-system-of-georgia-tcsg/
https://www.okta.com/customers/technical-college-system-of-georgia-tcsg/
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まとめ デジタルファーストの世界で意義ある存在となるためには、どの業界、どの規
模の組織も、顧客、パートナー、サプライヤー、構成員、その他の外部ユーザー
に対して、一貫性と利便性の高いオムニチャネルエクスペリエンスを実現する
必要があります。 

また、限られた開発者リソースを有効に活用する必要もあり、そのためには現
状維持や補助的な作業ではなく、ビジネスを前に進めるプロジェクトに人材を
投入しなければなりません。 

さらに、データのプライバシー、顧客管理、相互運用性などに関する厳しい
規制にも準拠する必要があります。このような課題は、アイデンティティデータ
が関係する場合や、組織が複数の法域で事業を行う場合には、より困難なも
のとなります。 

CIAMは、カスタマーエクスペリエンス、アナリティクス、セキュリティを融合し、
ライフサイクル全体を通じて顧客のアイデンティティ管理に不可欠なツールを
提供することで、その解決策を提供します。

カスタマーアイデンティティのソリューション選定で重視すべきこと 

今日、多くのソリューションが提供されている中、CIAMソリューションの選定
は困難なことに感じられるかもしれません。ソリューション候補を選ぶ際には、
注目すべきポイントがいくつかあります。

	• 独立性と中立性：組織を制約するのではなく支援するCIAMソリューション
を選ばなければなりません。既存のソリューションと統合し、オープン標
準を活用してベンダーロックインを回避し、どのクラウドプロバイダーとも
連携できる必要があります。

	• 包括的かつカスタマイズ可能：顧客一人ひとりが独自であり、複雑なニー
ズを持ちます。したがって、CIAMソリューションは、シームレスで一貫性
と信頼性の高いエクスペリエンスを、あらゆるタイプのユーザーのために
構築する支援を提供しなければなりません。

	• 構築、保守、使用が容易：エンジニアリングチームはどのようなテクノロジー
についても、デプロイ、構成、運用にかかる労力と時間を削減することを
目指しており、CIAMソリューションはこのミッションをサポートする必要が
あります。

	• 信頼性：深刻なセキュリティ侵害、コンプライアンス要件の不履行、サー
ビスの可用性低下、サービスの劣化によって、ブランド/ 法律 / 財務の側
面に重大な影響が及ぶ可能性があります。導入するCIAMソリューション
は、こうした懸念を解消するものでなければなりません。
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Okta の Customer Identity Cloud：カスタマーアイデンティティ
への最新のアプローチ

Okta は、安全なデジタルエクスペリエンスを提供する必要がある組織にとっ
て最新のアイデンティティ基盤となります。 

アイデンティティ管理をOkta に任せることで、組織の製品開発、セキュリティ、
ITのリソースは、顧客に最高のデジタルサービスを構築することに集中できま
す。Okta は、パッケージとして完備された本番環境対応のアイデンティティ管
理ソリューション、そしてアプリケーションやインフラストラクチャプロバイダー
との 7,000 以上の事前構築済み統合を提供します。これによりお客様のチー
ムは、迅速なリリース、ユーザーアイデンティティの保護、大規模な成長を通
じたオンラインでの拡張を実現できます。 

カスタマーアイデンティティの成熟に向けた 4つの重要な段階について、詳し
くは Okta の無償 Eブック、「A Comprehensive Guide for Your Customer 
Identity Maturity Journey」をダウンロードしてご覧ください。

Okta について
Okta は、世界を代表するアイデンティティ企業です。独立系の主要アイデンティティパートナーとして、すべての人が、場所やデバイス/ア
プリを問わず、どのようなテクノロジーでも安全に利用できるよう支援しています。世界で最も信頼されるブランドがOkta を信頼し、安全
なアクセス、認証、自動化を実現しています。Okta が提供するWorkforce Identity CloudとCustomer Identity Cloud は、柔軟性と
中立性を中核に据え、カスタマイズ可能なソリューションと7,000 以上の事前構築済みの統合を提供しています。これにより、ビジネスリー
ダーや開発者はイノベーションに集中し、デジタルトランスフォーメーションを加速させることができます。Okta は、アイデンティティを積
極的に管理できる世界を作っています。詳しくは okta.comをご覧ください。

https://www.okta.com/resources/whitepaper-a-comprehensive-guide-for-your-customer-identity-maturity-journey
https://www.okta.com/resources/whitepaper-a-comprehensive-guide-for-your-customer-identity-maturity-journey
http://okta.com

